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             第３学年 社会科学習指導案 

日 時  令和〇年〇月〇日（〇） 

第６校時  13:25～14:00 

対 象   第３学年１組 31名 

学校名  小学校 

指導者  ○○ ○○ 

会 場  教室 

 

１ 小単元名 「市の様子と人々のくらしのうつりかわり」 

 

２ 小単元の目標  

⑴ 市の様子の移り変わりについて、交通や公共施設、土地利用や人口の変化、生活の道具などの

時期の違いに着目し、調査したり地図などの資料で調べたりしたことをまとめ、変化の傾向を考

え表現することを通して、市や人々の生活の様子は、時間の経過に伴い、移り変わってきたこと

を理解できるようにする。 

⑵ 市の様子の移り変わりや人々の生活の変化について、学習問題の解決に向けて意欲的に追究し、

学んだことを基にして、市の発展に関心をもち、市の将来について進んで考えようとする。 

 

３ 小単元の評価規準 
ア 知識・技能 イ 思考・判断・表現 ウ 主体的に学習に取り組む態度 

① 交通や公共施設、土地利用
や人口の変化、生活の道具な
どの時期の違いに着目して、
市の人々の生活の様子は、時
間の経過に伴い、移り変わっ
てきたことを理解している。 

 
② 市の様子の移り変わりにつ

いて、聞き取り調査をしたり
地図や写真などの資料で調べ
たりして、年表にまとめてい
る。 

① 交通や公共施設、土地利用
や人口の変化、生活の道具な
どの時期の違いに着目して問
いを見だし、市や人々の生活
の様子の変化の傾向を考え、
表現している。 

 
② 市の少子化や高齢化、国際
化等の課題を把握し、市の将
来の姿について考え、説明し
たり表現したりしている。 

① 市の様子の移り変わりにつ
いて、予想や学習計画を立て
たり、学習を振り返ったりし
て、学習問題を追究し、解決し
ようとしている。 

 
 
② 学習したことを基に、市の
発展に関心をもち、市の将来
の姿について進んで考えよう
としている。 

 

４ 指導観 

(1) 単元観 

本小単元は、小学校学習指導要領（平成 29年７月告示）第３章１節社会第３学年の目標⑴、⑵、 

⑶及び内容⑷に基づいて設定した。 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標 
社会的事象の見方・考え方を働かせ、学習の問題を追究・解決する活動を通して、次のとおり資

質・能力を育成することを目指す。 
⑴  身近な地域や市区町村の地理的環境、地域の安全を守るための諸活動や地域の産業と消費生活

の様子、地域の様子の移り変わりについて、人々の生活との関連を踏まえて理解するとともに、
調査活動、地図帳や各種の具体的資料を通して、必要な情報を調べまとめる技能を身に付けるよ
うにする。 

⑵  社会的事象の特色や相互の関連、意味を考える力、社会に見られる課題を把握して、その解決
に向けて社会への関わり方を選択・判断する力、考えたことや選択・判断したことを表現する力
を養う。 

⑶  社会的事象について、主体的に学習の問題を解決しようとする態度や、よりよい社会を考え学
習したことを社会生活に生かそうとする態度を養うとともに、思考や理解を通して、地域社会に
対する誇りと愛情、地域社会の一員としての自覚を養う。 
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本小単元の学習を通じて、市の様子の移り変わりについて理解する。市の様子の移り変わりと

は、自分たちの市において、交通や公共施設が整備されたり人口が増えたり、土地利用の様子が変

わったりしてきたこと、それらに伴い市や人々の生活の様子が変化してきたことを指している。 

市の様子の移り変わりに関する内容については、アの(ｱ）及び(ｲ）とイの(ｱ)を関連付けて指導

する。例えば、交通や公共施設、土地利用や人口の変化、生活の道具などの時期による違いに着目

して、聞き取り調査をしたり地図などの資料で調べたりして、年表などにまとめ、市や人々の生活

の様子を捉え、それらの変化を考え、表現することを通して、市や人々の生活の様子は、時間の経

過に伴い、移り変わってきたことを理解できるようにする。 

また、市の様子の移り変わりについて理解したことを基にして、これからの市の発展に関心をも

ち、市が将来どのようになってほしいか、そのために市民としてどのように行動していけばよい

かなど、市の将来について考え、自分の意見を文章で記述したり説明したりできるようにして、思

考力、判断力、表現力を育てるようにする。 

以上のような思考や理解を通して、学習問題を主体的に解決しようとする態度やよりよい社会

を考え学習したことを社会生活に生かそうとする態度、地域社会に対する誇りと愛情、地域社会

の一員としての自覚を養うようにする。 

(2)  児童観 

社会科の学習について、積極的に取り組む児童が多い。「学校のまわり」や「市の様子」の単元

では、今まで見聞きした経験を生かし、駅の周りの様子や土地の高低の様子など、地理的な視点で

理解したり考えたりする児童が目立った。また、「店ではたらく人」の単元では、１週間の買い物

調べから、スーパーを利用する家庭が多い事実を読み取った。その際、「学級の人数は 31 名なの

に、スーパーには 40 回以上も行っている。つまり、週に２回以上スーパーに行く家庭もある。」と

いう実態に気付く児童も多くいた。それを基に「なぜ、週に２回以上もスーパーに行くのだろう。」

「スーパーにはどんな秘密があるのだろう。」と学級全体の問題意識が高まり、学習問題をつくっ

て問題解決的な学習を進めることができた。 

問題解決的な学習に意欲的に取り組む一方で、ノートを書いたり資料から読み取ったりするな

ど、基礎的・基本的な学習習慣に課題がある児童が見受けられ、学習内容の理解度や思考力に個人

差も見られる。そのため個別に資料に説明を書き加えたり、キーワードとなるような用語･語句な

どを噛み砕いて説明したりする等、支援を行っていく。 

(3) 教材観 

    本小単元は、地域の様子や人々の生活の変化を時間の経過とつなげて学習する単元である。「50

～60 年前」、「30～40 年前」、「現在」という時間の推移を意識しながら学習が進められるように、

年表に毎時間の学習を整理していくようにする。また、身近な駅や街の様子の変遷を写真資料と

して教材化することで、児童の生活経験と比較して考えられるようにする。 

本時は、前時までに理解したことを年表に位置付けながら、人々の生活が向上したことについ

て考える時間である。道路や土地の使われ方と人々の生活の変化をつなげて考える活動が中心に

なる。そこで、時間の推移によって、社会情勢が変化し、よりよい社会をつくりだそうと人々が努

力してきたことについて具体的に捉えることができる教材として、当時の様子が分かる交通道路

図や土地利用図、児童の発表用の写真資料などを使用する。これらの資料により、社会的な見方・

考え方を用いて思考をしやすくできるようにする。 

 

 

内容 
⑷ 市の様子の移り変わりについて、学習の問題を追究・解決する活動を通して、次の事項を身に
付けることができるよう指導する。 
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
（ｱ）市や人々の生活の様子は、時間の経過に伴い、移り変わってきたことを理解すること。 
(ｲ) 聞き取り調査をしたり地図などの資料で調べたりして、年表などにまとめること。 
イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。 
(ｱ) 交通や公共施設、土地利用や人口、生活の道具などの時期による違いに着目して、市や
人々の生活の様子を捉え、それらの変化を考え、表現すること。 
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５ 年間指導計画における位置付け 

 小単元名 時数 

前
期 

わたしたちのまち みんなのまち（オリエンテーション） １時間 

学校のまわり ３時間 

市の様子 12時間 

はたらく人とわたしたちのくらし（オリエンテーション） １時間 

農家の仕事 11時間 

後
期 

店ではたらく人 12時間 

いかす（第２単元） １時間 

くらしを守る（オリエンテーション） １時間 

火事からくらしを守る ７時間 

事故や事件からくらしを守る ６時間 

いかす（第３単元） １時間 

市のうつりかわり（オリエンテーション） １時間 

市の様子と人々のくらしのうつりかわり 13時間 

 

６ 小単元の指導計画と評価計画 （13時間扱い） 

過 
程 

時 ねらい ○学習活動 
・予想される児童の反応 

□指導上の留意点 
※資料 

◆評価規準 
（評価方法） 

つ
か
む 

１ 
 昔と今では、

まちの様子
が違うこと
や、まちの様
子の変化の
傾向を考え
ている。 

『昔と今のまちの様子を調べ
よう。』 

〇教科書のイラストを読み取
り、今と違う場所や、変化し
たことを話し合う。 
・駅の様子が変わった。 
・畑が減った。 
・建物の高さが変わった。 
・道路の位置は変わらないけ
れど両側のお店の様子が
変わっている。 

□同じところと違う
ところ（変化した
ところ）という視
点で資料を読み取
らせる。 

※昔と今のまち
（教科書イラスト） 

◆イ－① 
昔と今のまちの様
子の変化の傾向に
ついて、自分の考
えを記述してい
る。 

（ノート記述分析） 

２ 

多摩市の昔
の写真と現
在の写真を
比べ、時間の
経過に伴っ
て、様子が変
化したこと
を理解する。 

『昔と今の多摩市の様子を調
べよう。』 

○前時の学習を振り返る。 
・まちには、変わったところ
と変わらないところがあ
る。 

〇多摩市の写真を比較して、変
化したことを話し合う。 

 ・多摩センター駅がない。 
 ・一面畑や森だった。 
 ・住宅は 30～40 年前に急に

増えた。 

※多摩ニュータウン
建設前の写真 

 
※多摩ニュータウン
建設中、直後の写
真 

 
※現在の写真 

◆ア－① 
時間の経過につれ
て、多摩市の様子
が変化したことを
理解している。 
(ノート記述分析) 
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３ 
 多摩市の写

真と地図を
基に、調べる
ことを出し
合い、学習問
題意をつく
る。 

『学習問題をつくろう。』 
〇前時の学習を振り返る。 
 ・多摩市は、時間が経つと、

様子が大きく変わった。 
○多摩市の様子の変化につい

て、疑問に思ったことを道路
や土地の使われ方、公共施
設、市の様子、家庭の暮らし
等の視点で分類する。 

 ・家の前の道都は昔もあった
のだろうか。 

 ・畑や家は、昔からこの近く
にあったろうだろうか。 

 ・小学校はいつごろできたの
だろうか。 

 
 
 
 
 

※前時の写真 
 
 
 
 
 

◆ウ－① 
多摩市の様子がど
のように変化した
かについて疑問を
もち、主体的に学
習に取り組もうと
している。 
(ノート記述分析) 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

調
べ
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

４ 

多摩市の道
路の様子が
変化してき
たことを理
解する。 

『多摩市の道路は、どのように
変化してきたのだろう。』 

○昔と今の交通道路図を比較
して、道路が増えてきた様子
を調べる。 

 ・50年以上前は、道路がほと
んどなかった。 

 ・30年前くらいから、一気に
道路が増えた。 

 
 
 

◆ア－① 
多摩市の道路の様
子の変化につい
て、昔と今の交通
道路図を調べ、理
解している。 
(ノート記述分析) 

５ 

多摩市の土
地の使われ
方が変化し
てきたこと
を理解する。 

『多摩市のまちの様子はどの
ように変化してきたのだろ
う。』 

○昔の土地利用図と今の土地
利用図を色分けする。 
・50年以上前は、ほとんど田
畑や森になっている。 

〇色の違いに着目し、土地の使
われ方の変化を調べる。 

 ・30年前くらいから、住宅が
増えた。 

※昔の土地利用図 
 
※今の土地利用図 
 

◆ア－① 
多摩市の土地の使
われ方の変化につ
いて、昔と今の土
地利用図を通して
調べ、理解してい
る。 
(ノート記述分析) 

６
（
本
時
） 

多摩市の道
路や土地の
使われ方の
変化につい
て年表にま
とめ、人々の
生活の変化
について自
分の考えを
もつ。 

『道路やまちの変化について、
年表にまとめよう。』 

○道路の様子や土地利用の様
子の変化を年表にまとめる。 

○年表から、人々の生活がどの
ように変化したかを考え、自
分の意見を書く。 

※昔の交通道路図 
※今の交通道路図 
※昔の土地利用図 
※今の土地利用図 
 
※年表 

◆ア－② 
多摩市の道路や土
地の使われ方の変
化について、年表
にまとめている。 
（年表分析） 

◆イ－① 
多摩市の道路や土
地の使われ方の変
化に着目し、人々
の生活の変化につ
いて自分の考えを
表現している。 
(ノート記述分析) 

学習問題 
多摩市の様子は、どのようにうつりかわってきたのだろう
か。 
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７ 
 多摩市には、

どのような
公共施設が
建設されて
きたかを理
解する。 

『多摩市の公共施設の変化に
ついて調べよう。』 

〇多摩市にどのような公共施
設が建設されてきたかを調
べ、時期ごとに色分けをして
白地図に書き込む。 

 ・30年前くらいに、公共施設
が急に増えた。 

〇調べたことを伝え合う。 

※昔の多摩市の地図
（公共施設の場所
を示したもの） 

※今の多摩市の地 
図（公共施設の場
所を示したもの） 

◆ア－① 
多摩市の公共施設
の変化ついて、資
料を調べることを
通して理解してい
る。 
(ノート記述分析) 

 

８ 
 多摩市の公

共施設の種
類や数の変
化を年表に
まとめ、人々
の生活の変
化について
自分の考え
をもつ。 

『分かったことを年表にまと
めよう。』 

〇公共施設の種類や数の変化
を年表にまとめる。 

 ・30年前くらいから、急に公
共施設が増えた。 

 ・小学校は、現在は減ってい
る。 

〇公共施設の変化によって、
人々の生活にどのような変
化が起こったかについて、自
分の考えを書く。 

 ・安全に暮らせるようになっ
た。 

 ・住宅が増えた結果、小学校
が増えた。 

※昔の多摩市の地図
（公共施設の場所
を示したもの） 

※今の多摩市の地 
図（公共施設の場
所を示したもの） 

※年表 

◆ア－② 
多摩市の公共施設
の種類や数の変化
について、年表に
まとめている。 

（年表分析） 
 
◆イ－① 

多摩市の公共施設
の種類や数の変化
に着目し、人々の
生活の変化につい
て自分の考えを表
現している。 
(ノート記述分析) 

９ 

多摩市の人
口の変化に
ついて、多摩
市のできご
とと比較し
ながら調べ、
多摩市の人
口が増えて
きたことを
理解する。 

『多摩市に住む人は、どのくら
い変わったかを調べよう。』 

〇年表のできごとと人口グラ
フを比較して、市の人口が増
えたきっかけについて話し
合う。 

 ・道路や家が増えたことで、
住む人も増えた。 

 ・住む人が増えると、公共施
設も増えた。 

※人口グラフ 
 
※年表 
 
 
 
 
 

◆ア－① 
多摩市の人口の変
化について、多摩
市の出来事と比較
しながら調べ、多
摩市の人口が増え
てきたことを理解
している。 

（ノート記述分析） 

調
べ
る 

１０ 
道具の変化

について具

体物で調べ

たり、聞き取

り調査をし

たりしてわ

かったこと

を年表にま

とめる。 

『身の回りの道具はどのよう

に変化したのかを調べよ

う。』 

〇昔の道具を実際に触って、当

時の道具について理解する。 

 ・電気を使う物が少ない。 

 ・おばあちゃんの家で見たこ

とがある。 

〇道具を使っていたころの人

の話を聞く。 

〇現在の道具と比較して、生活

がどのように変化したかに

ついて年表にまとめる。 

・電気が使われることで、便

利な電化製品が増えた。 

・昔は手作業でやっていたこ

とも、今は機械を使ってで

きるようになった。 

※昔の道具 

 

※インタビュー資料 

◆ア－② 

道具の変化につい

て、具体物で調べ

たり、聞き取り調

査をしたりして、

分かったことを年

表にまとめてい

る。 

（年表分析） 
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ま
と
め
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

生
か
す 
         

１１ 

年表を振り

返ることを

通して、時期

ごとの変化

について、自

分の考えを

もつ。 

『年表を見て、多摩市がどのよ

うに変わってきたのかを考

えよう。』 

〇年表を振り返り、多摩市の様

子が変化したきっかけやで

きごとをまとめる。 

 ・多摩ニュータウンができた

結果、道路や家、人口が増

えた。 

〇できごと同士のつながりを

考え、多摩市の様子の変化に

ついて、自分の考えをまとめ

る。 

・鉄道や道路が整ってきたこ

とで多摩ニュータウン以

外のところにも住宅も増

え、多摩市の人口も増えて

きている。 

・多摩市の様子は、50年前く

らいから、だいぶ変化して

いる。 

※年表 

※わたしたちの多摩

市（副読本） 

◆イ－① 

多摩市の様子が変

化したきっかけや

できごとのつなが

りに着目し、人々

の生活の変化につ

いて自分の考えを

表現している。 

(ノート記述分析) 

１２ 

多摩市の現

在の課題や、

課題に対す

る施策や取

組を理解す

る。 

『多摩市の今について調べよ

う。』 

〇市の現状や、市の施策や多摩

市内で行われている取組を

調べる。 

 ・高齢化や少子化、国際化が

進んでいる。 

 ・課題に対して、多摩市はい

ろいろな取組をしている。 

※「多摩市健幸まち

づくり」資料 

※「多摩市健幸都市

宣言」抜粋 

◆ア－② 

これからの多摩市

の発展について、

多摩市の施策や取

組を調べ、理解し

ている。 

（ノート記述分析） 

１３ 

多摩市の未

来を表現し

た、キャラク

ターをつく

る。 

『学習したことを生かして、多

摩市の未来を表したキャラ

クターを作ろう。』 

〇多摩市をどんなまちにして

いきたいか話し合い、自分の

考えをもつ。 

〇キャラクターを決め、自分の

考えを表現させる。 

※「にゃんとも tama

三郎」のイラスト 

□絵を描くことに抵

抗がある児童に

は、多摩市の公式

キャラクターの 

台詞を考えさせ

る。 

◆イ－② 

これからの多摩市

の発展について、

自分の考えを表現

している。 

（ロードマップ記述

分析） 

◆ウー② 

 学習したことを

生かして、多摩市

の未来のよりよい

まちの在り方につ

いて、進んで考え

ようとしている。 

 

７ 指導に当たって 

  班テーマの「児童の意欲が持続するような指導計画の工夫」を踏まえ、以下のような手立てを講じ

る。 

⑴ 学習計画表の活用 

単元の学習計画や評価規準を載せた学習計画表を基に、毎時間の学習内容の振り返りを行わせる。 

これにより、児童が学びの成果を自覚し、見通しをもって学習を進めることができるようにする。 
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⑵ 単元を通した年表づくり 

多摩市の様子の変化に関して学んだことを年表に整理し、児童が時間の経過を意識しながら毎時 

  間の学習を進めることができるようにするとともに、次時の学習にも活用できるようにしていく。 

年表内には、「道路」「土地利用」「公共施設」「人口」「道具」「人々の生活」という視点を入れる。

そのことにより、それぞれの事象のつながりについて、自分の考えをもったり深めたりすることが

できると考えた。 

⑶ キャラクターづくりの学習活動 

自らの学びを可視化するために、多摩市の未来を現したキャラクターを作る学習活動を設定する。

第１学期の学習で、多摩市では、市の特色をアピールするための様々なキャラクターがつくられて

いることを学習した。その学習を生かし、本小単元の「生かす」段階では、オリジナルのキャラク

ターを作製することで、多摩市をどのようなまちにしていきたいかという考えを楽しく表現できる

ようにする。創作的な活動が苦手な児童については、既存の公式キャラクターを用いて、台詞やキ

ャッチフレーズを考える活動を工夫することで、自分の考えを表出させやすくする。 

 

８ 本時（全 14時間中の第６時）  

⑴ 本時の目標 

    多摩市の道路や土地の使われ方の変化について年表にまとめ、人々の生活の変化について自分の

考えをもつ。 

⑵ 本時の展開 

時間 ◯主な学習活動 
・予想される児童の反応 

□指導上の留意点 
※資料 

◆評価規準 
（評価方法） 

導入 

３分 

〇学習問題とこれまでの学習を前時に使った資
料や学習計画表を基に振り返り、本時のめあて
を確認する。 
・多摩市の道路は、増えてきている。 
・昔は畑がほとんどだったけど、今は家が多い。 
 
 
 

□交通道路図や土地利
用図を用いて、前時ま
での学習を振り返ら
れるようにする。 

 

展開 

27分 

〇資料から必要な情報を集め、年表にまとめる。 
 交通道路図 
・50～60年前は、道路がほとんどなかった。 
・30～40年前の多摩ニュータウン建設で、道路 
 が一気に増えた。 
  
 土地利用図 
・50～60 年前は、多摩市はほとんど畑ばかりだ

った。 
・30～40年前から、一気に家が増えた。 
・今でもいろいろなところで家が建っている。 
 
〇年表にまとめた内容を発表する。 
 
 
 
 
〇年表にまとめたことから、人々の生活がどのよ
うに変化したかを考え、自分の意見を書く。 
・道路が増えることで、まちの中の移動がしや
す 
くなった。 

・家が増えたことで、住む人が増えたと思う。 
・道路が増えたから、住みやすくなったから、家 
が増えたんだと思う。 

・生活しやすくなった。 

□年表の書き方がわか
らない児童に対して
は、事前に準備した年
表の例を渡す。 

□机間指導をしながら
児童のノートを大型
テレビに映す。 

※交通道路図 
※土地利用図 
（文章資料） 
 
 
□発表する児童は、事前
に発表する内容の写
真を撮り、大型テレビ
に映せるようにする。 

 
□書きづらい児童には、
「道路が増えたこと
で、住む人はどんな生
活になったのだろう」
「畑が家になると、多
摩市の様子はどのよ
うに変わるのだろう」
と補助的に発問する。 

 

◆ア－② 
多摩市の道路
や土地の使わ
れ方の変化に
ついて、年表
にまとめてい
る。 
(年表記述分
析) 

道路やまちの変化を、年表にまとめよう。 
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〇考えを発表する 

□発表する児童は、事前
に発表する内容の写
真を撮り、大型テレビ
に映せるようにする。 

まとめ 

５分 

○学習したことを学習計画表にまとめる。 
 
学習した内容の例 
・道路が増えることと、家が増えることがつな 
がっていることが分かった。 

・自分の家の近くは、昔はもっと畑があったこ 
とが分かった。 

・家や道路が増えたことで、お店も増えたのか 
な。 

□「社会的な見方・考え
方」「学習の内容」の
振り返りをさせる。 

 

◆イ－① 
多摩市の道路
や土地の使わ
れ方の変化に
着目し、人々
の生活の変化
について自分
の考えを表現
している。 
(学習計画表
記述分析) 

 

(3) 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4)  授業観察の視点 

・学習計画表を本時の導入とまとめで活用したことは、児童に前時の学びの振り返りと本時の学

習の見通し、本時の学びの成果を自覚させるとともに、次時の学習に見通しをもたせたり、学習

意欲を持続させたりする上で有効であったか。 

・50～60年前と 30～40年前の道路や土地利用の様子の変化を資料から捉え、年表に整理する活動

は、市の様子の変化と人々の生活をつなげてその特徴を考える上で有効であったか。 

２/24  
道路やまちの変化を、年表にまとめよう。 

交通道路図 

 ・50～60年前は、道路がほとんどなかった。 

 ・30～40年前の多摩ニュータウン建設で、道路が 

一気に増えた。 

  

 土地利用図 

 ・50～60年前は、多摩市はほとんど畑ばかりだっ

た。 

 ・30～40年前から、一気に家が増えた。 

 ・今でもいろいろなところで家が建っている。 

  

まとめ 

・道路が増えることと、家

が増えることがつながっ

ていることが分かった。

多摩市は、他にどんなこ

とが起きたのだろうか。 

 

・自分の家の近くは、昔は

もっと畑があったことが

分かった。 

・家や道路が増えたこと

で、お店も増えた。 

交通道路図 土地利用図 

50～60 年前 

30～40 年前 

50～60 年前 

30～40 年前 


